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Ⅰ．はじめに
























   

















   以上のように，ヘーゲルは道具を主体と客体
との媒辞として捉え，道具を労働の現実的な理














媒辞（die existierende vernünftige Mitte），現


































用は持続しており，死せるもの （ein todtes） に向
けられた人間の活動性は持続している，そしてと
りわけ人間の活動性は本質的にその同じものを殺
すこと （das Tödten desselben） であり，その同
じものをそれの生動的な関連から剥ぎ取り，否定
作用するものとして （als ein zu vernichtendes） 
定立することである，人間は機械においてこ

























































































































   以上のように，道具の，労働手段の優位性に
ついて述べている。この考え方は終始一貫して
いる。
    
   B 　『イェーナ精神哲学』における
　　「理性の狡知」












































































































































































らにつぎの意味を含意している。    






































































































されている。 同じ講義を聴いた聴講生 J.R. リン





から考察している。すなはち A 欲求の体系 B 
司法 C ポリツァイとコルポラツィオーン であ
る。これら三つのモメント，A，B，C，について，
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C は，「欲求の体系」と「司法」の統一である。
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